






























Report of the XIII World Congress on Diseases of the Chest.
Associate editor, Yoshio Okada... [et al.]. (The Japanese
Organizing Committee of the XIII World Congress on Diseases

























































































































































































































2) Disk Driveのうなりと、 printerのたてるけたたましい印字音を聞かないと、イライラする。
3) 10本の指をKeyboardの上で踊らせないと、肩がこりはじめる。
4)食事、睡眠よりも、 PCの前に座わっている事の方が好きだ。
5) Syntax Errorと表示され、 BEEP音に吠えられても、決してPCにあたりちらさず、ひたすら自分の落
度を反省し、バラバラと落涙する。





























































-1949 ¥顎下腺の慢性炎症腫癖(キュットネル腰痛)で知られるH. Klittner 、ランツ線を記載
したアムステルダムの整形外科教授0. Larは(1865- 1935) 、骨端炎を記載したG. C.
Perthes (1869-1927)、習慣性肩関節脱臼を防ぐ手術を考案したF. Loeffler 、さらに肺結核にた
いする胸郭成形術などの胸部外科の開拓者としてあまりにも有名で、減圧開胸を主張したミュンヘ
ン大学のF. Sauerbruch (1875 - 1951 ) 、腹壁の癖痕に生ずる慢性炎症腰痛を記述したプラ-
のH. Schlcffer (1868 - 1937)、腸管の翻入縫合を提唱したフランクフルトのV. Schmieden
教授などが名を連ねている。　　　　　　　　　　　　　　　　　(泌尿器科学講座・教授)
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石黒　達也
中傍流産科全署(写本)全一冊
本書は、もと村山林益が「中傑産書」の名で
寛文8年(1668年)上梓したものを、後の宝
暦元年(1751年)戸田旭山が校註を加えて再
刻した産科書である。
中傍流の祖、中候帯刀については詳しい事は
判っていない。延詩和方東函によると、豊臣秀
吉が京都の衆楽第に居た時の人で、武芸の傍ら
医術を学び、特に婦人科に秀でていたと伝えら
れている。この記述が正しければ、中傑帯刀は
本書が刊行される160年程前の人である。
本書は、漢文で書かれていた従来の医書と異
なり、ルビを附した平易な文章で書かれている
ため大いに世に広まったようで、刊本、写本
が今でも多く伝わっている。
その内容も単なる机上の空論に終らず、実地
臨床に基いた経験的治療法が具体的に記載され
ている。平安時代から室町時代にいたる我国の
産科学は、祈祷や呪いを主とした消極的助産術
に頼っていたが、中傭帯刀は原始的ながらも腐
内操作を加えた積極的助産術を考案した。例え
うど
ば、分娩後の子宮内反症に、暖めた独活の皮で
子宮を遷納し腫内タンボナーデとする方法など、
従来の助産術には見られない積極的な治療法と
いえる。また腰内に挿入する塵坐薬を用いたの
も中僚帯刀が初めてである。こういった積極的
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助産術が後に賀川玄悦をして、探領器(原始的
な分娩相子)などを用いた産科手術を考案させ
る原動力になったとも考えられるので、中候帯
刀こそ近代産科学の元祖といえなくもない。
其の後、中僚流といえば産婆(助産婦)或い
は産婦人科医を意味する言葉となったが、江戸
時代の中頃になると、堕胎医の代名詞に変って
しまった。中僚流産科全書の産前産後方に「子
クサリ薬」という処方が記載されている。もと
もとは、今でいう胎児子宮内死亡に対して用い
る腫坐薬で、これを挿入すると子宮内の死亡胎
児が塵外に排出されるのだが、この薬の使用注
意に「懐胎の時挿入すべからず。一錠入れれば
胎児は死亡し、ずんずん下るなり」と記されて
おり、後にこれを逆手に用いて妊娠中絶に応用
する者が現れた。本剤には水銀剤が少量含まれ
ているので危険な薬であるが、月水早流しとか
ついたちかん
朔日丸という看板を揚げて堕胎を職とする者が
江戸の町に相当あふれたようである。
こんな事から、中確といえば、堕胎医という
事になったのだが、
中候へまた釆やしたとしゃれた者
中候へ五ケ月置いて同じ顔
という川柳の面白さも、中候の意味を知らな
くては判らない。
(産婦人科学講座　講師)
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図書館の活動(58. 8. 1-10.31)
8/4-24　昭和58年度大学図書館職員長期研修(図書館情報大　他)
8 /23-25　第18回医学図書館員研究集会(世話館近畿大医分館・なにわ会館)
9 /28　　近畿北部地区国立大学図書館機械化ネットワーク協議会第15回開発委員会
(京都工繊大図)
10/ 3　　　第31回近畿地区医学図書館協議会例会(京大医図)
10/3- 7　昭和58年度漢籍担当職員講習会(漢籍電算処理) (京大東洋学文献センター)
10/25　　近畿地区国公立大学図書館協議会昭和58年度主題別研究集会(阪大吹田)
10/27-28　第54回日本医学図書館協会総会(当番館昭和大・東京農林年金会館)
10/28　　JO I S新データベース説明会(JICST大阪)
編　集　後　記
1983年という年は、悲しみと怒りの年だったと思います。大変難解ながら、大きな影響を受けた小林秀雄の死。
続いて寺山修司の死。一方、田中角栄元首相の一審有罪判決。ソ連による大韓航空機撃墜事件、アメリカのグレ
ナダ侵略。超大国の身勝手さ。権力、金力を持ったものの横暴さ。しかし,楽しい事もありました。歴史に残る
索晴しい日本シリーズ、西武の優勝、シンザン以来19年振りの三冠馬・ミスターシーピーの快挙O　さて来年はど
んな年となりますか。我々のおっとめはこの11月号でおしまいになります。貴重な原稿をお寄せ下さいました皆
様に心より御礼申し上げます.さて来年の「さざなみ」に期待しつつ筆を置きますO　　　　　　　(小)
滋賀医科大学附属図書虚報「さざなみ」　　Na17 1983年11月発行
編集委員　　小山靖裕・成宮英子・田井泰弘
発　　行　　滋賀医科大学附属図書館　　㊦ 520-21大津市瀬田月輪町
Tel　0775-48-2080　　Telex SGMLIB J　5464-911
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